
地域おこし協力隊としての１年を振り返って……
　旧幌糠中学校の利活用を推進しながら、『うまい
よ！るもい市』での折り紙教室、留萌のゆるキャラ
KAZUMOちゃんのペーパークラフト作成、イベント
ポスターのデザインなどを行いました。

今後の活動は………
　昨年の８月、旧幌糠中学校において、高校生とのク
ラフト制作体験を実施しましたが、このような活動を
更に継続し、将来的にはアートギャラリーの可能性を
探っていきたいです。将来的に、夏休みなどに工作教
室や天体観測も実施できればと思います。

新協力隊員へエールを………
　それぞれの目標を持って、『ここ』で役に立つよ
う、精一杯ともにがんばりましょう！
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【プロフィール】
昭和５６年生まれ
小樽市出身
北海学園大学卒

自己分析：北国育ちの忍耐強
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地域おこし協力隊の志望動機は……
　教師になるため教育大に進学したものの、自分は何のた
めに教師になり、子ども達に何を教え伝えられるのか疑問
を抱きながら卒業を迎えました。
　青年海外協力隊として、アフリカのマダガスカル島に２
年間赴任し、これまでの疑問に答えを見いだすことができ
たように思います。昨年帰国し、子ども達と接しながら、
自然や環境を体感するエコツーリズムなどに取り組むこと
ができる、留萌市の地域おこし協力隊に応募しました。

留萌の印象は………
　留萌市は、故郷の余市町と似た雰囲気を持っています。
引っ越してまず最初に感動したのは、高台から見下ろす、
夕陽に照らされた町並みでした。
　
留萌で取り組みたいことは………
　目標は、しっかりと自分に任された仕事をこなすことで
す。この夏、東日本大震災で今も不自由な生活をしている
子ども達を、留萌に受け入れますが、安全にサポートした
いです。１年、２年、そして３年後、留萌に定着した人物
になりたいと思っています。
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【プロフィール】
昭和６０年生まれ
余市郡余市町出身
北海道教育大学　岩見沢校卒

自己分析：青年海外協力隊で
　　　　　培ったパワフルさ、
　　　　　バイタリティ、体
　　　　　力が強み。
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【プロフィール】
昭和６３年生まれ
京都府京都市出身
同志社大学卒

自己分析：フットワーク軽く、
　　　　　行動力に自信あり。
　　　　　有言実行。

地域おこし協力隊の志望動機は……
　大学卒業後、１年ほど社会人を経験しましたが、自分自
身の夢を追いかけたくて、仕事を辞めました。４ヶ月間の
準備期間を経て、ピースボート（国際交流を目的として実
施される長期の船舶旅行）に乗り、今年１月から５月ま
で、世界を巡りながら、観光旅行とは違う形で世界の人々
との交流の旅をしました。その船上で、仲良くなった旅仲
間に、自分の夢を語ったのが縁で、地域おこし協力隊の制
度を知り、応募しました。

留萌の印象は………
　これまで縁もゆかりもなかった『留萌市』での新生活を
決断させたのは、面接のときに感じた「留萌の人の優し
さ」でした。その優しさを感じながら、留萌を知る日々です。

留萌で取り組みたいことは………
　隊員として、まずは多くの人々と出会い、自分を成長さ
せながら、ネットワークを構築したいです。そして、自然
と子ども達に関する地域活動に携わりたいです。
　人と関わり、人のためになる仕事をしたい。留萌で夢を
実現させたいと思います。

６月１日、市長より委嘱状を交付された新隊員に今後の抱負などを聴きました。


